
別記様式12号
五島警察署協議会令和７年度第２回会議議事概要

日 時 令和７年７月24日(木) 13時30分～15時30分

場 所 五島警察署講堂

１ 協議会
入口会長 稲生委員 大窄委員 葛島委員 熊川委員 平野委員

２ 警察署
出 席 者 岡山署長 野村警務課長 八坂生活安全課長 佐々交通課長

３ 書記
警務係長

１ 提出意見に対する推進状況について
署長から、令和７年度第１回定例会における提出意見である「様

々な企業、機関等と連携した防犯及び交通安全対策を推進してもら
いたい。」に対する推進状況について、次のとおり説明があった。
(1) 企業と連携した犯罪抑止対策を実施した。
ア 五島ヤクルト販売株式会社を「犯罪なく３ば運動推進モデル
事業所」として指定し、同社及び第一生命保険株式会社福江営
業オフィスと連携した犯罪抑止対策を実施した。
イ 十八親和銀行福江中央支店、二本楠郵便局及びダイキョービ
ッグバリュー福江店において年金支給日防犯キャンペーンを実
施した。
ウ 福江港ターミナルトイレの注意喚起メッセージについて、ナ
ッジメッセージを活用したものへ変更を促した。

エ 浦頭教会のミサ参列者に対して防犯講話を実施した。
会議の状況 (2) 企業と連携した交通安全対策を実施した。

ア ラジオで交通安全を呼び掛けた。
イ ごとう農業協同組合西部支店に対する交通安全広報を実施した。
ウ 五島市消防団岐宿地区役員会における交通安全広報を実施した。

２ 諮問テーマへの答申に対する推進状況について
署長から、令和７年度第１回定例会における諮問テーマ「ハラス

メントを根絶するための方策」への答申「ハラスメントについてみ
んなで考え、学び、共有する機会を設けてもらいたい。」に対する推
進状況について、次のとおり説明があった。
(1) ハラスメントについて考える意見交換会を実施した。
(2) ＹｏｕＴｕｂｅ動画を活用したハラスメント防止教養を実施した。
(3) 五島警務だよりを作成し、署員に通知した。

３ 令和７年４月から６月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 犯罪抑止対策の推進
ア 本年４月、五島市内において年金事務所をかたるニセ電話詐
欺予兆電話が連続発生した際、五島市と連携し、早急に防災無
線や生活安全ニュースの発信による広報等を実施した。
イ 五島高校生及び五島南高校生に対し、闇バイト防止及びＳＮ



Ｓ等利用に起因する犯罪被害防止講話を実施した。
(2) 春の行事・行楽地におけるパトロール活動の推進
ア 奥浦来い鯉まつりにおける警戒活動を実施した。
イ 三井楽グラウンドゴルフ親善大会における講話及び警戒を実
施した。

(3) 身近な犯罪の検挙
ア 五島警察署における刑法犯の発生状況について説明した。
イ 身近な犯罪の検挙として、窃盗犯等の検挙状況について説明
した。

（4）自転車の安全利用に関する広報の実施
白バイ隊員と合同による広報活動を実施した。

(5) 災害対策の推進
災害対策に係る各種訓練等を実施した。

(6) 積極的な人材確保活動の強化と警察広報の推進
ア 五島市内各高校進路指導担当教諭と面談を実施した。
イ 五島市合同企業説明会に参加した。
ウ 中学生に対する職場体験学習を実施した。

会議の状況 ４ 業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間等における少年の非行防止対策の推進
(2) 夏期における各種夏祭りの雑踏事故の防止及び水難・山岳事故
防止の推進

(3) 身近な犯罪の検挙
（4）あらゆる機会を活用した交通安全広報の実施
(5) 緊急事態対策の推進
(6) 活力に満ちた魅力ある職場環境の確立

５ 速度取締りの指針について
交通課長から、速度取締りの指針について、次のとおり説明があ

った。
(1) 五島警察署の速度取締り重点
(2) 五島警察署管内における交通事故実態
(3) その他の交通指導取締り重点

６ 諮問テーマに対する答申について
署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申された。
(1) 諮問テーマ

警察を身近に感じてもらうための方策について
(2) 協議会からの答申

入口会長から協議会委員に対し、次のとおり署長への答申内容
について確認があり、全会一致で了承された。
○ 様々な地域イベントに参加して、市民とのふれあいの場を設
けてもらいたい。

○ 引き続き、様々な企業、機関等と連携した防犯及び交通安全対策
提 出 意 見 をお願いしたい。

様々な企業や機関等と連携した活動をして、積極的な情報発信を



お願いしたいため


